
ある量販店の業績アップを特集

する番組をたまたま見ました．過

去，その量販店の売り上げは低迷していました．その当時

は何十店とある各店舗の自主性にまかせ，商品の陳列から

営業・販売をしていたそうです．この場合，各店舗の能力

の差が売り上げの差として現れ，優秀な店舗は売り上げを

伸ばす一方，その他の店舗の売り上げは伸びなやんでいた

そうです．そこで，各店舗を高いレベルで同等に教育する

道ではなく，本部において商品の陳列方法から営業・販売

のノウハウなど全てを一括管理しマニュアル化する道を選

びました．その結果，管理された画一的な各店舗が平均的

に高い売り上げを生み出し，企業全体として大幅に業績が

アップしたそうです．

マニュアル化とは，それを作成した人たちの知識や経験

をブラックボックス化することであると思います．そのマ

ニュアルに従えば高い知識や経験をもつ人たちと同等の仕

事をすることができるという優れた方法です．ちょっとひ

ねくれた見方ですが，これは今では古いといわれる「背中

を見て学ぶ」と同じなのではないでしょうか？師匠が行っ

ていることを見て同じように実行し，師匠の高い技術を学

ぶ．たまには間違いを正してくれることもあるかもしれま

せん．まさに師匠自身がマニュアルです．文章で書いてあ

る指示に従うだけのマニュアルと違う点は，自分で考え実

行しながら技術を“学ぶ”わけですから全てが自分の知識

や経験になり，さらに，その後発展させることが可能です．

このように昔からマニュアルのような教育方法は存在して

いたわけで，何ら新しいことではないように思います．こ

のように解釈すると温故知新ということわざも納得できま

す．

ここからは私の恥ずかしい話ですが，過去から学ぶこと

の大切さを最近になってようやく知り，小学校～大学で学

んだ（はずの）歴史などの科目をなぜ学ぶ必要があったの

かという謎が解けました．今はただ，もっと勉強しておけ

ばよかったと後悔しています． （岩本晃史）
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